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石綿除去工事における石綿漏洩

• 負圧除塵装置からの漏洩

• セキュリティーゾーンからの漏洩

• 隔離養生の隙間からの漏洩



集塵排気装置からの漏洩

• 装置の整備不良

正常な集塵排気装置の排気はHEPAフィルター

によって無塵状態になる。

パーティクルカウンターで確認

• 集塵装置の排気を除去作業開始前にクリーンルームなどの管理に
使用されているハンドヘルド型 気中パーティクルカウンターで計測



集塵装置 排気中の粒子数濃度

• 現場周辺（一般大気）の0.3μm以上の粒子数濃度は

数万～数十万 counts/L

除去作業開始前に集塵排気装置を稼働させ、排気中粒子数を計測する。

しっかり整備された

集塵排気装置の排気

は無塵となっている。

除去作業開始前の集塵装置 排気中粒子数

一般大気で集塵排気装置の整備状況が確認できる。

集塵機Aの排気 集塵機Bの排気 集塵機Cの排気



事前測定結果と除去作業中の石綿濃度測定結果

• 除去作業前にパーティクルカウンターで計測した0.3～0.5μmの
粒子数濃度 と 除去中の石綿漏洩状況

※石綿濃度は位相差/偏光顕微鏡による分析結果

作業開始前粒子数濃度
0.3～0.5μm 〔counts/L〕

台数
石綿濃度

〔f/L〕
台数 除去対象石綿の種類

20 以下 519

不検出 501

0.08 7

角閃石アスベスト
0.16 8

0.25 2

0.67 1

30 前後 1 1.5 1 茶石綿

50前後 1 1.1 1 白石綿

100 前後 17

不検出 15 白石綿

94 1 茶石綿

120 1 青石綿

数千 2
439 1 青石綿

2.4 1 白石綿含有蛭石吹付材

合計 540

作業前PC20c/L以下

PC30c/L
茶石綿吹付材

PC50c/L
白石綿含有RW吹付
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図1．集塵排気装置排気口での作業前 PC値と作業時の石綿漏洩状況

事前測定結果と除去作業中の石綿濃度測定結果



除去作業中の排気中粒子数濃度

• 事前測定で 0.3μm が 20 counts/L 以下に管理された集塵排気

装置では除去作業が始まっても（湿潤作業時は除く）排気中粒
子数濃度の上昇はほとんど無い。

除去作業前 除去作業中

湿潤化による排気中粒子数濃度

• 除去作業中の湿潤化によってカウント数は上昇

除去作業前 湿潤中 湿潤後 除去作業中



除去作業中の排気中粒子数濃度 上昇

• 事前測定で 0.3μm が 30 counts/L を超える集塵排気装置では
除去作業が始まると排気中の粒子数濃度は上昇する。

アモサイト

除去作業前 除去作業中

除去作業中 PCM・PLM 1.5f/L

デジタル粉じん計との比較

測定の様子 作業前：PC 344.8 counts/L、 デジ粉 0count/min

作業前：PC 1,565 counts/L、 デジ粉 0count/min 作業中：PC 294 counts/L、デジ粉 0count/10min、
PCM・PLM 1.1ｆ/L（chrysotile）



事前計測値が高い時の現場対応

HEPAフィルターがずれていて、HEPAフィルターを通過せずに排気されてい
る。 特にHEPAフィルターを新品に交換した直後によく見られる。

HEPAフィルター固定ボルトが締まっていない事がある。新品の集塵排気装
置やリース品によく見られる。

天井ボード解体で石綿除去工事前に隔離養生し集塵排気装置を稼働さ
せている現場では、排気ダクトが破れている場合が多い。排気ダクトは正
圧であるが破れ部分から粒子が入り込んでいる。

★HEPAフィルターをはめ直す

★排気ダクトの破れを確認する

★工事を止める
現場（特に役所の立会前）でできる事は限られており、計測値が下がらな
い場合は工事を延期してもらう。 何度か立会を延期してもらった。

まとめ

整備された集塵機の排気はパーティクルカウンターで計測すると0.3～0.5μmの

粉塵は 20 counts/L 以下まで下がり、石綿除去工事での漏洩は、『ダクトを破く』

『一次、二次フィルターの目詰まり放置』など無いように作業中配慮を行えば、排

気からの漏洩は無い。

粒子数濃度と漏洩石綿濃度は、除去作業区域内の石綿濃度に関係するため、

相関は示せない。

パーティクルカウンターで事前計測を行うことによって、除去業者の整備方法の

確認・改善につながり石綿漏洩が激減する。

デジタル粉じん計では、大量に漏洩してからしか確認できない。

集塵排気装置の整備状況は、一般大気を集塵ろ過した排気をパーティクルカウ

ンターで測定することによって、石綿を漏洩させること無く事前に把握できる。




